
A環境面

・3階、エレベーターなしという立地ではある

が、階段の昇り降り、順番待ちのマナー、安全

に歩く練習ができる。

B児童への支援内容

・子ども達に笑顔で接し、伝え方の工夫をして

いる。

・支援者側の声量が大きくなりすぎないようコ

ントロールしている。

C関係機関との連携

・幼稚園、保育園、小学校訪問支援を通して集

団生活を送る子ども達をサポートしています。

E非常対応

・9月1日の防災の日の週は避難訓練や防災につ

いてのプログラムを実施しています。

・感染症対策委員会（手洗い指導、交通安全、

衛生指導、歯ブラシ、熱中症対策、嘔吐処理）

D保護者への説明責任、信頼関係

・月に一度、一か月の予定を配布している。

・モニタリング、アセスメント以外でも要望に

応じて面談を実施している。

・見学、契約時に説明を行っている。

・保護者懇談会で臨床発達心理士、保育士鈴木

昭子先生による発達相談。（ペアトレ、発達に

必要な５領域の保護者向け研修）

職員による自己評価

A環境面

・構造上難しい部分が多いと思うがすっきりと

安全を整えて下さっている印象。

・粗大運動を行うには少しスペースが足りない

ように思う。

B児童への支援内容

・Kodomoへ行くことを楽しみにしています。

・おやつの飴やグミはできれば与えないで頂き

たい。甘いものばかり食べたがって困る。

・本人がのびのびと過ごしている様子に大変感

謝しております。

・放課後に遊ぶ友人を作れないので貴重な場所

になっています。

・専門性について説明を聞いてないので分から

ない。

・発達の状況に変化があるかはまだ分からない。

・子どもが悪いことをしてしまった時、連携し

て成長につなげられるようサポートして頂い

た。

・振替にも対応して頂きとても助かっています。

・いつもお目にかかる職員さんは変わらないの

で (入れ替わりがないので) 安心してお任

せしています。

・キッズにも通っているので特に他との交流は

不要と考えています。

C事業所からの情報発信

・毎月プリントで活動内容を頂きわかりやすく

して下さっています。

・電話やノートで少しわかりますができればた

まに、写真などで作業の様子を見たいです。

・3月に初めての保護者会です。

D非常対応

保護者による評価
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・放課後に遊ぶ友達が作れないので貴重な場所で 　　・おやつの飴やグミについて。

　ある。 　　・室内の限られたスペースでどう身体を動かす

・子どもの気がかりを保護者と一緒に考え、悩み 　　　粗大運動ができるか。

　子どもの成長を喜び合う。 　　・障害の特性についての説明。

・子どもが安心して過ごせる環境である。

・専門性のある職員が手厚に療育指導をしている。

【共通点】

A・構造上の問題。(3階、エレベーターなしという立地。粗大運動を行うにはスペースが狭い。)

B ・子ども達は穏やかにKodomoで過ごしている。

・毎月のカリキュラムを楽しみにしている。

C・毎月お便りでカリキュラムの内容を共有している。

【相違点】

B・おやつに飴やグミが出される。

・専門性について説明をされていないので分からない。

事業所内での分析

分析・検討してみて

事業所の強み 事業所の改善点



・現状、子どもに人気なおやつ(個別包装の小さいもの)を各種を用意し、子どもたちに数個

　選んで貰っている。今後も甘いおやつだけではなく、お煎餅や小魚など健康的で栄養の良い

　物を取り入れ子ども達の成長のサポートをして行きたい。

・虫歯を防ぐため、歯科衛生士さんによる歯磨き指導の導入。

・室内の狭さのご指摘があった。今現状、ドッチボールやサッカー、鬼ごっこといったルー

　ル遊びは、近隣の四反田公園で行ってる。

　室内での粗大運動に関しては、マット運動、鉄棒、トランポリン、ラダー、ロコモ予防体操

　などを行っている。狭いスペースながらも一人ずつ行うことでダイナミックに身体を動かし

　ている。

～自己評価を行っての事業所としての感想など～

この度は、アンケートにご協力頂きありがとうございました。

今後、発達支援室Kodomoが良くなる為の貴重なご意見ばかりでした。職員の日々の療育の励みになるよう

な暖かいお言葉も頂き、感謝の気持ちです。

子ども達は、それぞれの場所で頑張って頑張って過ごし、少し疲れてKodomoさんへ来所します。

発達支援室Kodomoは、そんな子ども達の癒しの場所であります。同じような困難を抱えた子ども達が、話

し合い、共感し、「どうすればいいか」乗り越えていく場面を幾度も目にしています。

我々職員は、子どもの世界を大事にそっと見守り、必要に応じて援助、仲立ちしています。

今後も、子ども達がキラキラと活躍出来る場所でありますように。職員一同力を合わせて参ります。

事業所の改善への取り組み


